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序論：知財部門における「ダブルスタンダード」という課題認識 

 

企業の知的財産（知財）部門において、特許権の権利範囲を解釈する際に、自社特許は

「確実な範囲に狭く」、他社特許は「リスク回避のために広く」解釈するという、いわ

ゆる「ダブルスタンダード」が存在するのではないか、というご指摘は、多くの日本企

業が直面する根深い課題を的確に捉えています 1。この運用は、一見すると訴訟リスク

を回避するための合理的なリスクヘッジ策のように映ります。しかし、その実態は、短

期的なリスク回避を優先するあまり、長期的な事業機会と競争力を損なう可能性を内包

する、防御過剰な知財スタンスの現れとも言えます。 

この現象は、単なる特許法解釈の技術的な問題ではありません。それは、企業が知的財

産を「訴訟リスク」というコスト要因として捉えているのか、それとも「事業競争力」

を創出する戦略的資産として捉えているのか、という企業の知財哲学そのものを映し出

す鏡です。他社特許の脅威を過大評価することで有望な研究開発を躊躇し、自社特許の

価値を過小評価することで模倣を許容し、ライセンス機会を逸失する。この自己矛盾的

な行動様式は、知らず知らずのうちに企業のイノベーションを蝕み、市場における競争

力を削いでいきます。 

本レポートでは、この「ダブルスタンダード」という問題提起を起点とし、その構造的

な要因と功罪を多角的に分析します。そして、防御的な思考から脱却し、知的財産を持

続的な競争優位の源泉へと転換させるための、戦略的かつ実践的なフレームワークを提

示します。具体的には、まず特許権解釈の法理的な原理原則を確認し、次にダブルスタ

ンダードが生まれる業務プロセスとその弊害を解き明かします。その上で、競争力創出

に向けた知財戦略への転換、そしてそれを支える組織とプロセスの改革について、国内

外の先進事例を交えながら具体的に論じます。本レポートが、貴社の知財戦略を次のス

テージへと引き上げるための一助となれば幸いです。 

 



第 1 部：特許権の権利範囲解釈の原理原則 

 

特許権の解釈における「ダブルスタンダード」を論じる前に、その土台となる法的な原

理原則を正確に理解することが不可欠です。権利範囲の解釈は、恣意的に行われるもの

ではなく、特許法に定められた客観的な枠組みの中で行われます。この法的枠組みが、

後の戦略的議論の共通言語となります。 

 

1.1. 特許請求の範囲（クレーム）の文言解釈：権利範囲画定の出発点 

 

特許権の効力が及ぶ範囲、すなわち「特許発明の技術的範囲」は、特許出願時に提出さ

れる「特許請求の範囲」（クレーム）の記載に基づいて定められなければなりません 
3。これは日本の特許法第 70 条第 1 項に定められた大原則であり、「センタークレー

ミング主義」と呼ばれます 6。 

特許請求の範囲は、出願人が権利として保護を求める発明を特定する部分であり、「権

利書」としての極めて重要な役割を担います 5。各請求項には、発明を特定するために

必要と認める全ての事項（構成要件）が記載され、原則として、その発明の「構成」が

客観的な言葉で記述されます 3。この構成要件の全てを充足する製品や方法が、権利範

囲に属する（侵害となる）というのが、最も基本的な解釈の出発点です 10。 

 

1.2. 明細書・図面の参酌：クレーム文言の意義を明確化する役割 

 

特許請求の範囲の文言解釈は、それ単独で閉じるものではありません。特許法第 70 条

第 2 項は、「願書に添付した明細書の記載及び図面を考慮して、特許請求の範囲に記

載された用語の意義を解釈するものとする」と規定しています 7。 

これは、かつて裁判例で示されたような「クレームの記載が一義的に明確に理解できな

い」といった特段の事情がある場合に限らず、原則として許容される解釈手法です 7。
明細書には、発明が解決しようとする課題、その解決手段、そして発明による作用効果

などが詳細に記載されており、これらを考慮することで、クレームで使われている用語

が発明の中でどのような技術的意味を持つのかを正しく理解することができます 13。例



えば、「円弧状」というクレーム上の文言が、明細書の図面や説明を参酌した結果、

「二つの直線が鈍角に交差する形状」は含まないと判断された裁判例も存在します 11。 

この明細書等の「参酌」こそが、解釈に幅、すなわち「広さ」や「狭さ」をもたらす源

泉となります。他社の特許を読む際には、明細書に記載された発明の課題や効果を広く

捉えることで自社の製品が含まれるような解釈を導き出そうとし、逆に自社の特許を行

使する際には、無効化のリスクを恐れてクレームの文言に厳格に固執する、という行動

につながりやすい構造があります。 

 

1.3. 均等論による権利範囲の拡張：文言侵害を超えた保護の実態 

 

特許権の保護範囲は、クレームの文言と完全に一致する場合（文言侵害）に限定されま

せん。たとえ対象製品の構成の一部がクレームの構成要件と異なっていても、一定の要

件を満たす場合には、両者が実質的に同一（均等）であると評価され、特許権侵害が成

立することがあります。これが裁判例で確立された「均等論」という法理です 10。 

均等論が適用されるためには、以下の 5 つの要件を全て満たす必要があります 14。 

1. 非本質的部分: 相違点が特許発明の本質的部分ではないこと。 
2. 置換可能性: 相違点を置き換えても、特許発明の目的を達成でき、同一の作用効果

を奏すること。 
3. 置換容易性: その置き換えが、製品の製造時点において当業者（その技術分野の専

門家）にとって容易に思いつくことができたこと。 
4. 非容易推考性: 対象製品が、特許出願時における公知技術から当業者が容易に推考

できたものではないこと。 
5. 特段の事情の不存在: 対象製品が、特許出願手続において特許請求の範囲から意識

的に除外されたものに当たるなどの特段の事情がないこと。 

均等論の存在は、特許権の範囲がクレームの文言に固定されたものではなく、その周辺

に一定の「揺らぎ」や「幅」を持つ、流動的なものであることを示唆しています。この

法理の存在こそが、ダブルスタンダードの解釈を助長する一因となっています。 

他社特許の侵害予防調査では、最悪の事態を想定し、この均等論が適用される可能性を

最大限に考慮して「広く解釈」します。文言上は侵害していなくても、「均等侵害のリ

スクあり」という結論が導かれやすくなります 17。一方で、自社特許の権利行使を検討

する際には、相手方から第 5 要件、すなわち「出願経過において意識的に権利範囲か



ら除外したものではないか」という反論を受けることを極度に警戒します。特に、審査

段階で補正によって削除した構成は、意識的に除外されたと認定されるリスクが高いた

め、安全策として均等論の主張を避け、文言侵害という確実な範囲、つまり「狭い範

囲」でしか権利行使を考えなくなる傾向が生まれるのです。 

このように、ダブルスタンダードの根源には、均等論という法理に対するリスク評価の

非対称性が深く関わっていると言えます。 

 

第 2 部：「ダブルスタンダード」の構造的分析 

 

特許権解釈のダブルスタンダードは、特定の個人の判断の問題ではなく、企業の業務プ

ロセスや組織心理に根差した構造的な課題です。ここでは、そのダブルスタンダードが

生まれる具体的な業務の現場と、その背景にある論理、そしてそれがもたらす功罪を解

剖します。 

 

2.1. 他社特許の「広義解釈」：侵害予防（クリアランス）調査の実務 

 

 

目的とプロセス 

 

企業が新製品を開発したり、新規事業に参入したりする際には、自社の行為が他社の有

効な特許権を侵害しないことを確認するため、侵害予防調査（クリアランス調査、また

は FTO 調査：Freedom to Opera te 調査）を実施します 17。この調査の究極的な目的

は、事業遂行の自由（Freedom to Opera te）を確保し、将来、製品の販売差止や多額

の損害賠償請求といった致命的な事業リスクを未然に防ぐことにあります 21。 

調査は通常、①調査対象となる製品・技術の特定、②関連する他社特許の洗い出し

（スクリーニング）、③抽出された特許のクレーム精査、④侵害可能性の判断と報告

書作成、というプロセスで進められます 17。 



 

「広義解釈」のメカニズム 

 

FTO 調査の現場では、リスクを絶対に見逃してはならないという強いプレッシャーか

ら、調査対象となる特許の権利範囲を最大限広く解釈するインセンティブが働きます。

調査担当者（社内知財部員や外部の特許事務所）は、後から侵害の事実が発覚して責任

を問われる事態を避けるため、必然的に「安全側」に倒した判断を下しがちです。具体

的には、クレームの文言だけでなく、明細書に記載されたあらゆる実施形態や作用効果

を考慮し、さらには均等論が成立しうるあらゆる可能性を洗い出して、「侵害のおそれ

あり」という結論を導き出します 17。 

 

過度なリスク回避の弊害 

 

このような徹底したリスク回避志向は、短期的には安心感をもたらしますが、長期的に

は企業の競争力を著しく削ぐ副作用を伴います。 

● 研究開発の萎縮: 「侵害リスクあり」という報告が頻発すると、たとえ技術的に有

望で市場ニーズが見込めるテーマであっても、開発部門は着手を断念せざるを得な

くなります 23。あるいは、特許の本質とは関係のない部分を回避するためだけに、

多大なコストと時間をかけて過剰な設計変更（迂回設計）を強いられ、製品の最適

な仕様が歪められることもあります。 
● 機会損失の発生: 本来であれば参入できたはずの市場への道が閉ざされたり、製品

の市場投入が遅れたりすることで、莫大な機会損失が発生します 24。この機会損失

は、会計上の損失として計上されることがないため、経営層からは問題として認識

されにくいという、非常に厄介な性質を持っています 27。 

 

2.2. 自社特許の「狭義解釈」：権利行使の確実性追求 

 

 

目的と背景 



 

場面は変わり、自社が保有する特許権を侵害している疑いのある他社に対して権利行使

（警告書の送付や侵害訴訟の提起）を検討する局面です。このとき、知財部門に求めら

れるのは「勝てる戦い」をすることです。もし訴訟で敗訴すれば、多額の訴訟費用が無

駄になるだけでなく、逆に相手方からの無効審判請求によって自社の貴重な特許権その

ものを失うリスクさえあります 28。企業の評判に傷がつくことも避けられません。 

 

「狭義解釈」のメカニズム 

 

こうした背景から、権利行使の検討段階では、解釈の余地がほとんどなく、誰が見ても

侵害が明白な「確実な範囲」に絞って判断する傾向が強まります。具体的には、クレー

ムの文言と他社製品の構成が完全に一致する「文言侵害」が成立する場合にのみ、ゴー

サインを出すという保守的な運用です。均等論のような不確定要素が多く、立証も困難

な主張は、相手方からの強力な反論を想定し、敬遠されがちになります。 

 

狭義解釈の弊害 

 

しかし、この確実性を過度に追求する姿勢は、自社の特許資産の価値を十分に活用でき

ないという弊害を生みます。 

● 模倣の誘発: 権利範囲を狭く限定的にしか捉えないため、競合他社はクレームの一

部をわずかに変更するだけで、容易に特許網を回避できてしまいます 26。これは、

多額の研究開発投資の成果である特許が、模倣品を防ぐための「壁」として機能せ

ず、「ザル」になってしまうことを意味します。 
● 事業機会の喪失: 本来であればライセンス契約を締結し、収益を得られたはずの

「グレーゾーン」で事業を行う他社を見逃すことになります。また、他社とのクロ

スライセンス交渉など、知財を武器とした戦略的な駆け引きの場面においても、自

社特許の価値を自ら過小評価してしまい、交渉を有利に進める機会を失うことにも

繋がります 31。 

 



2.3. ダブルスタンダードの功罪：短期リスクヘッジと長期的競争力 

 

これら二つの側面を統合すると、ダブルスタンダードという現象が、知財部門の役割認

識と評価制度に深く根差していることが明らかになります。多くの企業において、知財

部門は事業の成長に貢献する「プロフィットセンター」ではなく、法務リスクを管理す

る「コストセンター」や「リスク管理部門」として位置づけられています。その結果、

知財部門の評価は、「新しい事業の成功に貢献したか（加点法）」ではなく、「侵害訴

訟などの問題を起こさなかったか（減点法）」でなされがちです 33。 

この評価構造の下では、知財担当者は論理的にダブルスタンダードを選択します。FTO
調査では、万が一のリスクを見逃して減点されることを避けるために、事業機会を犠牲

にしてでも「侵害リスクあり」と報告します。権利行使では、敗訴という明確な失敗

（減点）を避けるために、収益機会を逃してでも確実な案件以外は見送ります。 

つまり、このダブルスタンダードは、短期的な訴訟リスクという顕在的で分かりやす

いリスクを回避するために、長期的な事業機会損失という潜在的で計測しにくいリス

クを対価として支払っている構造と言えます。この構造が続く限り、知財活動の ROI
（投資対効果）は著しく悪化し、知財部門が真に事業貢献を果たすことは困難です。 

この功罪を以下の表にまとめます。 

 

アプローチ 目的 短期的なメリ

ット（神話） 
長期的なデメ

リット（現

実） 

企業競争力へ

の影響 

他社特許の

広義解釈 
侵害リスクの

最小化 
・訴訟リスク

の徹底回

避 ・開発部

門への安心感

の提供 

・有望な開発

テーマの断念 
・過剰な迂回

設計によるコ

スト増・開発

遅延 
・市場投入の

遅れによる機

会損失 23 

・イノベーシ

ョンのジレン

マを助長 ・
市場追随者へ

の転落リスク

増大 

自社特許の 権利行使の確 ・敗訴リスク
・模倣品の横

行を許容 26 
・ライセンス ・研究開発投



狭義解釈 実性追求 の低減 ・特

許の無効化リ

スクの回避 

収入機会の喪

失 ・交渉力

の低下（クロ

スライセンス

等） 

資の回収不

能 ・ブラン

ド価値の毀

損 ・事業収

益性の低下 

この表が示すように、短期的なメリットとされるものは、長期的な視点で見れば企業の

成長を阻害する深刻なデメリットの裏返しに他なりません。この構造的課題を克服する

ことこそが、現代の知財部門に課せられた最大のミッションです。 

 

第 3 部：競争力を創出する知財戦略への転換 

 

ダブルスタンダードという防御的な思考から脱却し、知的財産を事業成長の武器として

能動的に活用するためには、知財活動のパラダイムそのものを転換する必要がありま

す。ここでは、そのための戦略的思考法と具体的なフレームワークを提示します。 

 

3.1. 「守りの知財」から「攻めの知財」へ：知財活動のパラダイムシフト 

 

従来の知財活動は、自社の事業領域を他社の模倣から守る「守りの知財」が中心でした 
31。これは事業の基盤を固める上で不可欠ですが、市場が成熟し、技術が複雑化する現

代において、守りに徹するだけでは持続的な成長は望めません。 

これからの知財戦略に求められるのは、「攻めの知財」という視点です 35。これは、単

に自社製品を守るだけでなく、知財を戦略的資産として活用し、新たな事業機会を創出

する考え方です。具体的には、以下のような活動が含まれます。 

● 市場創造: 自社の技術を核とした特許網を構築し、他社が追随できない新たな市場

やビジネスモデルを創り出す 35。 
● 交渉力の源泉: 他社が無視できない特許を保有することで、クロスライセンス交渉

を有利に進め、他社の技術を低コストで利用する 32。 
● 事業提携の触媒: 自社の知財をオープンにすることで、他社との協業（オープンイ

ノベーション）を促進し、自社だけでは成し得ない価値を共創する。 



このパラダイムシフトは、知的財産を「コスト」から「投資」へ、「リスク」から「機

会」へと捉え直す、経営レベルでの意識改革を伴います。 

 

3.2. 戦略的特許ポートフォリオマネジメント 

 

「攻めの知財」を実践する上で核となるのが、個々の特許（点）ではなく、特許群全体

（ポートフォリオ）を事業戦略と連動させて管理する「特許ポートフォリオマネジメン

ト」です 37。 

特に重要なのが**「必須特許ポートフォリオ理論」**です。これは、特定の製品市場に

おいて、事業を行う上で回避不可能な特許（必須特許）群を構築・保有することで、他

社の参入を実質的に阻害し、市場における優位性を確立するという戦略です 37。かつて

のゼロックス社が複写機市場で約 60 0 件の特許群を形成して市場を独占した例や、日

亜化学工業が青色 LED の必須特許で市場をリードした例は、この理論の強力さを示し

ています 46。 

ポートフォリオマネジメントの実践においては、自社の事業戦略に基づき、どの技術領

域に特許網を集中させるか、逆に事業との関連性が薄れた特許（維持費だけがかかる不

良資産）をいかに整理（剪定）するか、といったメリハリのある資源配分が求められま

す 43。 

 

3.3. 権利範囲解釈のダイナミックな適用 

 

戦略的な視点を持てば、権利範囲の解釈は「狭いか広いか」という硬直的な二元論から

解放されます。知財活動の「目的」に応じて、解釈のスコープを柔軟かつ意図的に使い

分ける、ダイナミックなアプローチが可能になります。 

 

知財活動の目的 推奨される解釈

スコープ 
主な考慮事項 具体的なアクシ

ョン例 



① 新規事業の

FTO 調査 
中立的・客観的 ・事業の重要

度 ・競合の技術

力と訴訟性向 ・
回避設計の難易

度とコスト 

・リスクを定量

評価（発生確率×
影響度） 
・無効資料調査

による対抗策の

準備 48 

 
・コストベネフ

ィット分析の実

施 49 

② 権利行使（警

告・訴訟） 
コア（文言）＋

拡張（均等） 
・侵害立証の容

易性 ・自社特許

の有効性の強

さ ・相手との事

業関係（顧客か

競合か） ・交渉

による解決の可

能性 

・文言侵害部分

で警告を開始

し、交渉の過程

で均等論の可能

性を示唆する段

階的アプローチ 
28 

③ ライセンスア

ウト交渉 
戦略的に広く解

釈 
・自社特許ポー

トフォリオの強

み ・技術標準へ

の関与度 ・市場

における自社技

術の必要性 

・自社特許の価

値を最大化する

ストーリーを構

築し、均等範囲

も含む包括的な

ライセンスを提

案 50 

④ M&A（知財

DD） 
買収側：厳格に 
/ 売却側：広く 

・対象企業の特

許の質と量 ・潜

在的な侵害リス

ク（偶発債

務） ・キーパー

ソンの発明の帰

属 

・買収側は将来

のリスクを洗い

出すため他社特

許を広く、対象

特許を厳しく評

価。失敗事例多

数 51 

このフレームワークは、ダブルスタンダードという無意識の思考停止から脱却し、各局

面で「なぜその解釈を選択するのか」を事業目的に照らして合理的に判断・説明するた

めの羅針盤となります。 

 

3.4. 企業事例に学ぶ知財戦略 

 



先進企業の事例は、こうした戦略的思考が実際にどのように事業成果に結びついている

かを示しています。 

● キヤノン: 複写機市場への参入時、先行するゼロックス社の強力な特許網を徹底的

に分析し、それを回避する独自技術で「攻めの特許」を取得して市場の牙城を崩し

ました。その後は、インクカートリッジのような消耗品ビジネスを守るため、本体

との接合部などに強力な「守りの特許ポートフォリオ」を構築し、長期的な収益基

盤を確立しています 55。 
● マイクロソフト: 特許を単なる排他権としてではなく、他社との協業を促す「仲間

づくりのツール」と位置づけました。ハードウェアに強みを持つ東芝とのクロスラ

イセンスに代表されるように、自社のソフトウェア特許を開放することで、自社プ

ラットフォームを中心とした巨大なエコシステムを形成することに成功しています 
55。 

● 岡野工業: 従業員数名の町工場でありながら、「刺しても痛くない注射針」という

革新的な技術を開発。自社単独ではリソースが不足するため、医療機器大手テルモ

と連携し、特許取得や権利維持のコスト・ノウハウを補いながら、技術開発に専念

するという賢明な知財戦略を展開しました。大企業との共同出願は、自社の技術力

を世界に示すプロモーション効果ももたらしました 46。 

これらの事例に共通するのは、自社の事業フェーズや市場におけるポジションを冷静に

分析し、それに合わせて知財戦略、ひいては権利範囲の捉え方をダイナミックに変化さ

せている点です 57。 

 

第 4 部：実践に向けた組織とプロセスの改革 

 

第 3 部で提示した戦略的思考を組織に根付かせ、実行に移すためには、知財部門のあ

り方、他部門との連携、そして人材育成といった組織とプロセスの改革が不可欠です。 

 

4.1. 知財部門の役割再定義と KPI 設定 

 

 



役割の再定義 

 

ダブルスタンダードを克服するための第一歩は、知財部門の役割を再定義することで

す。従来の「出願・権利化」「権利管理」「紛争対応」といった後方支援的な業務（オ

ペレーション）に留まらず、**「事業戦略と技術戦略に深く関与し、知財情報を駆使し

て事業の未来を構想・創造するビジネスパートナー」**へと役割を進化させる必要があ

ります 58。知財部門は、もはや単なる手続きを行う部署ではなく、企業の無形資産を活

用して価値を創出する中核部門となるべきです 62。 

 

KPI の変革 

 

部門の行動は、その評価指標（KPI）によって強く方向づけられます。「特許出願件

数」や「登録率」といった従来型の KPI は、事業への貢献度を測る指標としては不十

分であり、時には質の低い出願の乱発を招くことさえあります 64。事業貢献を促すため

には、以下のような新しい KPI の導入が有効です。 

● 事業貢献 KPI: 
○ ライセンス収入額・利益率 
○ 知財活用による事業利益貢献額（超過利益の算出など）66 
○ 重要製品・事業における特許カバー率 

● プロセス KPI: 
○ IP ランドスケープ（知財情報分析）の実施率と事業部への戦略提案件数 67 
○ クリアランス調査のリードタイム短縮率と開発部門の満足度 68 
○ 不要特許の棚卸しによる維持費用削減額 68 

KPI を「問題を起こさないこと」から「事業価値を創造すること」へと転換すること

で、知財部門がダブルスタンダードという保守的な行動様式を維持するインセンティブ

は失われ、より積極的で戦略的な活動が促進されます。 

 

4.2. 事業部門・研究開発部門との連携強化 

 



 

「三位一体」の知財経営 

 

知財戦略は、それ単独で存在するものではなく、経営戦略、事業戦略、研究開発戦略と

緊密に連携して初めて機能します 57。そのためには、経営会議や事業戦略会議といった

上位の意思決定の場に、知財担当役員（CIPO）や知財部長が初期段階から参画し、情

報共有と議論を行う仕組みを構築することが極めて重要です 71。 

 

知財リエゾン制度の導入 

 

部門間の壁を取り払い、連携を実質的なものにするための具体的な仕組みが「知財リエ

ゾン」制度です 73。これは、知財部門の担当者が特定の事業部や研究開発部門に深く入

り込み、日常的にコミュニケーションを取りながら知財活動を支援する役割を担うもの

です。 

リエゾンの主な役割は以下の通りです。 

● 発明の発掘と質の向上: 開発者との対話を通じて、埋もれている発明を発掘し、よ

り価値の高い（権利範囲が広く、回避されにくい）発明へと昇華させる支援を行う 
74。 

● 事業ニーズの反映: 事業の方向性や将来の製品計画を深く理解し、それに即した権

利範囲の特定や出願戦略を立案する 70。 
● 知財情報のフィードバック: IP ランドスケープの分析結果を開発現場に分かりやす

く伝え、競合の動向や技術の空白領域を共有することで、研究開発の方向性をナビ

ゲートする 77。 

知財リエゾンは、ダブルスタンダードを生む温床である「情報の非対称性」を解消する

鍵となります。知財部門が事業や技術の現場から乖離していると、法的な「リスク」ば

かりが目につき、事業的な「機会」が見えなくなります。リエゾン活動を通じて、知財

担当者は「この特許は脅威だが無効化できる可能性が高い」「この構成要件は将来の製

品展開の鍵になるため広く権利化すべきだ」といった、事業の文脈を踏まえた、より精

度の高い判断を下せるようになります。これは、権利解釈を単なる「法律論」から、競

争力に直結する「事業論」へと引き上げるための、極めて有効な組織的仕組みです。 



 

4.3. 経営層のコミットメントと知財人材育成 

 

 

経営層の役割 

 

一連の改革を成功させるためには、経営トップの強いコミットメントが不可欠です。経

営層は、知的財産を経営の重要課題として明確に位置づけ、その戦略を知財部門任せに

しない姿勢を示す必要があります 47。知財部門の役割変革や部門横断的な連携をトップ

ダウンで推進し、必要なリソース（予算、人材）を戦略的に配分することが求められま

す 62。 

 

求められる人材像と育成戦略 

 

これからの知財部門には、従来の特許法などの法律専門性に加え、ビジネス知識、技

術への深い理解、そして部門を横断して協業を推進するコミュニケーション能力を兼

ね備えた人材が不可欠です 81。 

このような高度な専門人材を育成するためには、計画的な育成戦略が必要です。 

● OJT と OFF- JT の組み合わせ: 日々の実務を通じた育成（OJT）を基本としつつ 
86、外部の専門研修や、技術と経営を結びつける MOT（Management of 
Technology）大学院への派遣などを通じて、体系的な知識と広い視野を習得させ

ます 88。 
● キャリアパスの複線化と流動化: 弁理士資格の取得支援といった専門性を深めるキ

ャリアパスに加え 92、事業部門、研究開発部門、経営企画部門との人事交流を積極

的に行い、将来の経営幹部候補としてのキャリアパスを提示することも有効です 
94。多様な経験を積むことで、知財を事業全体の文脈で捉える視点が養われます。 

 

結論：ダブルスタンダードを超えて、持続的競争優位の確立へ 



 

ご指摘いただいた、自社特許を狭く、他社特許を広く解釈するという「ダブルスタンダ

ード」は、単なる知財部門内の一つの解釈手法の問題ではありません。それは、企業の

知財に対する姿勢、組織構造、評価制度が複合的に絡み合って生み出される構造的な

病理であり、短期的なリスク回避と引き換えに、イノベーションの芽を摘み、長期的

な企業の競争力を静かに蝕むものです。 

この根深い課題を克服するためには、表面的な解釈方針の変更といった対症療法では不

十分です。本レポートで論じてきたように、以下の 3 つの変革を、経営マターとして

三位一体で推進することが不可欠です。 

1. 意識改革（Mindset Shift ）: 知的財産を、コストを生む「リスク管理の対象」か

ら、利益を生み出す「価値創造のドライバー」へと、経営層から現場の研究者に至

るまで全社的に意識を転換する。 
2. 戦略転換（Strategy Shift ）: 個々の特許権の防御という近視眼的な視点から脱却

し、事業戦略と完全に連動した「特許ポートフォリオ」を構築し、市場における競

争優位を能動的に築き上げる「攻めの知財戦略」へと転換する。 
3. 組織変革（Organizational Shift ）: 知財部門を、事業部門や研究開発部門の「ビ

ジネスパートナー」として明確に再定義する。そのために、部門間の連携を促進す

る「知財リエゾン」のような仕組みを導入し、新たな役割を担うことができる高度

な知財人材を計画的に育成する。 

この三位一体の改革は、決して容易な道のりではありません。しかし、これを成し遂げ

たとき、企業はダブルスタンダードという自己矛盾から解放され、知的財産を単なる

「権利」としてではなく、事業を成長させ、未来を切り拓くための真の「戦略的資産」

として活用できるはずです。それこそが、不確実性の高い時代において、持続的な競争

優位を確立するための王道に他なりません。 
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